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○ 病院敷地内は全面禁煙です。 

駐車場割引券について 
 当院の駐車場を御利用の方に、駐車料金の割引券を受付で配付しております。 
ご入り用の場合は、受付の担当者にお申し付けください。 

 
○ 割引券の利用方法 
  出庫時に「駐車券（入庫時に発行されたもの）」と「割引券」を順に機械へ入れ、その後 
料金を精算してください。 

○ 割引後の駐車料金 

１時間以内 無料 

１時間から６時間以内 300円 

６時間から翌朝７時まで 400円 

 

※お申込みいただきました皆様にお配りしているチケットは割引券です。 

無料券ではありませんので、ご注意ください。 
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 １ ごあいさつ 

向春の候、千葉県医師会、千葉県看護協会の先生方をはじめ、医療、介護、福祉、行政    

など多数の関係者の皆様に御参加いただき、厚く御礼申し上げます。 

地域の皆様とのより良い役割分担と連携体制の構築を目指して開催している「千葉県地域

連携の会」も、おかげさまで17回目を迎えることができました。これもひとえに皆様方の

御理解・御支援の賜物と深く感謝申し上げます。 

さて、今年度のテーマは、「ケアをつなぐ動画の活用」です。新型コロナウイルスを契機に、

医療・介護の提供の場で動画の活用が進みました。地域医療で動画をより効果的に活用する

ため、それぞれの取組や効果を共有していきます。 

基調講演では、YouTubeやテレビ、オンライン診療等でご活躍の森先生をお招きし、医療

における動画活用のポイントについて、ご講演をいただきます。 

上映会では、動画を制作された皆様をお招きし、動画制作の背景や、実際の活用場面など

のトークセッションを行います。 

分科会では、院内外から多くの先生をお招きし、各分野における最新の取り組みについて

御発表いただきます。 

本院が特定機能病院としての役割を地域の中で果たしていくためには、院内の体制整備に

加え、関係機関とのネットワークの構築が非常に重要になります。本会がその一助となるよ

う、活発な意見交換を行いたいと考えておりますので、忌憚のない御意見をお聞かせいただ

きますようお願いいたします。 

 

令和６年２月１日 

 千葉大学医学部附属病院 病院長  

    横手 幸太郎  
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 ２ プログラムの御案内                                                                                                                                                                                                                 

 

（１）開会式 

 

時 間 13:00～13:15 

会 場 ガーネットホール 

 

 

【プログラム】 

1. 主催者あいさつ 

千葉大学医学部附属病院病院長  横手 幸太郎  

千葉大学医学部附属病院看護部長 箭内 博子  

2. 来賓あいさつ 

公益社団法人千葉県医師会会長  入江 康文 様 

公益社団法人千葉県看護協会会長 寺口 惠子 様 

 

 

（２）基調講演 

 

時 間 13:15～13:35 

発表者 
ウチカラクリニック代表 森 勇磨 様 

（予防医学 ch/医師監修 管理人） 会 場 ガーネットホール 

 

・医療での動画活用のメリット 

・活用事例（クリニック、YouTube等） 

・動画作成時に気を付けていること 

・YouTubeで公開するときの葛藤 
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（３）上映会 

時 間 13:35～15:45 

会 場 ガーネットホール 

 

出品された動画を上映し、トークセッションを行います。 

（発表順） 

 動画名 出品者 

1 令和リハビリテーション病院紹介動画   

-新しい未来がここにある- 

医療法人社団鎮誠会  

令和リハビリテーション病院 

2 医療法人社団爽緑会・千葉爽緑会  

ふたば在宅クリニック 

医療法人社団千葉爽緑会  

ふたば在宅クリニック 

3 タムス浦安病院紹介動画 医療法人社団城東桐和会  

タムス浦安病院 4 こちら浦安情報局5991 

5 正しい松葉杖の使い方 千葉大学医学部附属病院 病院広報

室 6 動画で解説！腹部エコー検査 

7 白内障の日帰り手術 
千葉大学医学部附属病院 眼科 

8 手術後の眼を守る「目薬を正しく差す方法」 

9 入院前から行う、動画を使った患者教育  

～手術前呼吸リハビリテ―ション～ 

千葉大学医学部附属病院  

リハビリテーション部 

10 HoLEP手術について 医療法人社団誠仁会 みはま病院 

11 脳卒中の予防・治療・退院後の対応について 成田赤十字病院 

12 松永先生の在宅医療奮闘記 

医療法人社団優和会 松永醫院 
13 平舘ストーリー２０２３ 

14 昭和の平舘 

～馬のいた時代～ 

15 「スーパードクター」富家病院 理事長 富家 隆樹 医療法人社団ふけ会 富家千葉病院 

16 医心館で看護師として働く！ 医心館千葉駅前 

 

（４）表彰式 

時 間 15:45～16:00 

会 場 ガーネットホール 
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（５）分科会A 「じぶんらしく生きる」を支える継続看護とは 

時 間 13:15～15:00 

発
表
者 

訪問看護ステーションあすか 管理者 石橋 美知恵 様 

千葉市あんしんケアセンター小仲台 所長 村山 紀子 様 

医心館運営本部 看護部 髙橋 めぐみ 様 

千葉大学医学部附属病院 消化器内科医師 大山 広 

            外来看護師 岡田 千晶 

            病棟看護師 上原 朋子 

            患者支援部看護師 笠原 麻美 

場 所 セミナー室１・２ 

 

 

「抗がん剤が大変そうになってきているけど、治療や生活をどう考えているのかな。でも、いつ、

どのように切り出そう…？訪問看護も必要かな…？」、「患者さんと家族の意向が違うけど、どのよ

うに関わったら良いかな」など、先を見据えた関わりや地域へ繋ぐタイミング、意思決定支援に悩

んだことはありませんか？ 

病院や地域など、様々な立場の看護師が、事例を用いてディスカッションを行い、今後の実践や

地域連携に活かせることを見出したいと思います。 

 

（６）分科会B 千葉県移行期医療支援センターの 4 年間の取り組みと今後の課題  

時 間 13:15～14:00 発
表
者 

千葉県健康福祉部疾病対策課 副主査 井上 恵美 様 

千葉大学医学部附属病院 小児科 日野 もえ子 

千葉大学医学部附属病院 患者支援部 江島 咲紀 場 所 大会議室 

 

千葉県移行期医療支援センターは千葉県から委託を受け 2019年に設置された。設置前の2018年

に千葉県における移行期医療支援体制の実態を調査し報告した。2022年に2回目の調査を行い、

センター活動の評価と今後の課題を抽出した。75機関より回答を得た。 

「移行期医療の概念を知っているか」に対して「知っている」は18年 28/46(60%)から22年

44/50(80%)に増加した。院内に移行期支援体制が「ある」と回答したのは3/38(7.8％)から

6/50(12%)に増加した。18疾患群ごとの調査では18年は悪性新生物、先天代謝異常、染色体疾患

等 5疾患群が「ほとんど成人移行できていない」が半数以上だったが、22年は0群であった。一

方、「患者の状態に応じた移行先がわからない」と回答した疾患群は18年7疾患群で3割を超えた

が、22年は 9疾患群に増えた。センターの設置を「知っている」のは22年調査では32/50(64%)

機関であり、相談したことが「ある」のは 4/24(17%)、センター研修会に参加したことが「ある」

のは 6/15(40%)であった。 

自由記載では紹介先の情報収集をセンターに期待する意見が複数あった。移行期支援に対する認

知が進んだ一方で、支援の困難さを感じる回答が増加した。 

センター活動に興味をお持ちの方とセンタースタッフとで今後の支援についてディスカッショ

ンしたい。 
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（７）分科会C 地域医療機関と大学病院を繋ぐ：医師間オンラインコンサルテー
ションシステム構築の試み 

時 間 15:15～16:00 発
表
者 

千葉大学医学部附属病院 消化器内科 講師 小笠原 定久  

千葉大学医学部附属病院 消化器内科 助教 叶川 直哉 

千葉大学医学部附属病院 内視鏡センター 助教 對田 尚 場 所 セミナー室１・２ 

 

地域医療の現場では、診療が難しい症例にしばしば直面します。しかし、全ての患者が専門医の

いる大学病院に受診できるわけではありません。専門医療機関が都市部に集中しているため、地方

では最新医療へのアクセスが特に問題となっています。高齢者や身体に障害のある方々にとって、

都市部の専門医療機関へのアクセスはさらに難しくなっています。また、多忙な地域の医師たちに

とっても、常に進化する最新の治療法を追いかけるのは困難です。数年前から、私たち千葉大学医

学部附属病院・消化器内科内の有志は、地域医療機関と大学病院をつなぐオンラインコンサルテー

ションシステムの開発と運営に取り組んでいます。このシステムを使えば、アカウントを持つ地域

医療機関の医師が、大学病院の専門家からアドバイスを受けることができます。また、診断や治療

で困っている医師や患者にとって、このシステムは無料で利用できます。 

昨年から始めた消化器疾患に関する実証実験では、大学病院からのアドバイスのおかげで、多く

の患者が遠方の大学病院へ行かずに地域で治療を受けられるようになりました。 

 

（８）分科会D 千葉県がん・生殖医療ネットワーク COFNET について 

時 間 14:15～16:00 

発
表
者 

千葉大学医学部附属病院泌尿器科 教授 市川 智彦 

亀田総合病院臨床心理室 副室長 奈良 和子 様 

国立研究開発法人国立がん研究センター東病院  

副薬剤部長 米村 雅人 様 

千葉県健康福祉部健康づくり支援課 班長 根本 絵理子 様 

千葉大学医学部附属病院婦人科 医員 齊藤 佳子 

場 所 大会議室 

 

令和５年１月に、千葉県がん・生殖医療相談支援センターが事務局を担い、千葉県がん・生殖

医療ネットワークCOFNETを発足いたしました。千葉県でがん治療を受けるCAYA世代の患者さん

やご家族、がん治療を提供する医療機関の皆様に向け、妊孕性や生殖機能の温存についてどこの

施設に問い合わせればよいか情報提供します。がん等の診断・治療を行う医療機関と、妊孕性温

存療法を行う医療機関とのスムーズな連携を支援するとともに、妊孕性温存療法の普及のための

研修会を開催いたします。 

本分科会は２部構成となっており、第１部ではCOFNETの事業内容や県の助成実績についてご紹

介いたします。（休憩を挟み）第２部ではがん診療および生殖補助医療のそれぞれの施設から現況

と課題についてご紹介いたします。 
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（９）情報交換会 

時 間 16:00～17:00 

会 場 セミナー室３ 

 

参加者同士の情報交換の場としてご活用ください。 

 

（10）ＭＲリニアックなど放射線部の見学会 

時 間 16:30～17:00 

会 場 放射線部 

 

日本にわずか３施設しかない、貴重なＭＲリニアックを御案内します。がん放射線治療につい

てわかりやすく説明します。 
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３ 出品いただいた動画の紹介（発表順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）医療法人社団爽緑会・千葉爽緑会 ふたば在宅クリニック 

【出品者】 

医療法人社団 千葉爽緑会 ふたば在宅クリニック 

【動画の内容】 

  当法人の体制や特徴、診療や職場の雰囲気、 

目指している事を紹介しております。動画というツールで 

当法人を知って頂く事で、患者様、医療・介護従事者の方  々

に安心して頂けるよう作成いたしました。 

 【制作の背景】 

  よく患者様、ご家族から病院やクリニックは利用するまで雰囲気や考え方、医師の顔や人柄

など分からないことが多く、不安だったというお声がありました。医療・介護従事者の方達か

らも、クリニックとは電話だけでのやり取りが多く、顔が見えないクリニックの雰囲気も分か

らない、とのお声もありました。当法人の雰囲気や特徴、考えなどをより分かりやすい動画と

いうツールで少しでも皆様にご理解して頂き、安心して訪問診療をご利用頂けるよう制作いた

しました。 

 【動画の活用場面】 

当法人HP にて掲載 

（１）令和リハビリテーション病院紹介動画  -新しい未来がここにある- 

 【出品者】 

  医療法人社団鎮誠会 令和リハビリテーション病院 

 【動画の内容】 

  病院の紹介動画となります。各部署の紹介や病院の流れを繋げて紹介できるよう撮影しました。 

 【制作の背景】 

  当院の開院に伴い、当院の宣伝、紹介を目的に動画を作成しました。 

 【動画の活用場面】 

・ YouTube などの動画共有サイトで公開 

・ 各施設のホームページで公開 

・ 就職説明会等 

 【周知の取組】 

就職説明会やHP、SNSなどで告知 
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（３）タムス浦安病院紹介動画 

 【出品者】 

  医療法人社団城東桐和会 タムス浦安病院 

 【動画の内容】 

  安心してご入院して頂き、患者様、ご家族様のあんしん、まごころにより添い、ケアと

リハビリの提供をいたします。  

 【制作の背景】 

  開院して5 年目、地域の方々や幅広く一人でも多く、タムス浦安病院の機能と役割を

知って頂き、あんしん・まごごろをお届けし、人々の幸せに関与するお手伝いが出来れば

と考え制作しました。 

 【動画の活用場面】 

 ・ 各施設のホームページで公開 

 ・ 院内テレビにて放送 

 【周知の取組】 

iPad に取り込んで活用 

 

（４）こちら浦安情報局 5991 

 【出品者】 

  医療法人社団城東桐和会 タムス浦安病院 

 【動画の内容】 

  安心してご入院して頂き、患者様、ご家族様のあんしんまごころにより添い、ケアと

リハビリの提供をいたします。 

 【制作の背景】 

  浦安市に市・大学・民間と支援のもとで回復期リハビリテーション病棟・緩和ケア病

棟・緩和ケア病棟のケアミックスが開院しました。地域の方々にあんしん・まごごろを

お届けし、医療貢献、地域貢献を具体的にご提案すべき内容を動画にしてみました。 

一人でも多くの方に当院を知って頂き、安心した医療提供、リハとケアに特化した内

容をお届けする意味を込めて作成いたしました。 

 【動画の活用場面】 

 ・ YouTube などの動画共有サイトで公開 

 ・ 外来受付のTV 上にて放送を流しています。 

 【周知の取組】 

浦安市のホームページやタムス浦安病院内での放映、 

地域連携室タブレットに埋め込みをして渉外活動時に 

ご説明に取り組んでいます。 
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（６）動画で解説！腹部エコー検査 

 【出品者】 

  千葉大学医学部附属病院 病院広報室 

 【動画の内容】 

  腹部エコー検査を受ける方へ検査の流れや注意事項を説明します。 

 【制作の背景】 

  業務改善（働き方改革）の一環として動画を制作しました。 

 【動画の活用場面】 

YouTube などの動画共有サイトで公開 

 【周知の取組】 

YouTube に繋がるQR コードやURL を配布 

 

（５）正しい松葉杖の使い方 

 【出品者】 

  千葉大学医学部附属病院 病院広報室 

 【動画の内容】 

  正しい松葉杖の使い方の解説です。 松葉杖の合わせ方、 

歩き方、座り方、立ち方、階段の昇り方・降り方を解説します。 

 【制作の背景】 

  整形外来などで初めて松葉杖を使用される患者さんへの説明用動画がほしいと

現場からの要望に応えて制作しました。 

 【動画の活用場面】 

YouTube などの動画共有サイトで公開 

 【周知の取組】 

QR コードやURL を配布 
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（８）手術後の眼を守る「目薬を正しく差す方法」 

 【出品者】 

  千葉大学医学部附属病院 眼科 

 【動画の内容】 

  手術後の目は、感染しやすい状態です。手術後の感染から目を守るための目薬の

差し方を説明しています。 

 【制作の背景】 

  眼の手術後は点眼が必須で、患者の点眼手技獲得は重要となります。病棟と外来

での統一した教育を実施するためと、患者さんに入院前から術後の点眼について理

解を深めていただきたい思いで作成しました。 

 【動画の活用場面】 

・ YouTube などの動画共有サイトで公開 

・ 眼科外来待合室 

 【周知の取組】 

眼科待合室での視聴 

 

 

（７）白内障の日帰り手術 

 【出品者】 

  千葉大学医学部附属病院 眼科 

 【動画の内容】 

  日帰り白内障手術を受ける患者さんやご家族に手術前から 

手術後までの流れや注意事項を説明します。 

 【制作の背景】 

  白内障手術が外来で実施されるようになり、１日８件と拡大されるようになり、オリエンテ

ーションの短縮と、YouTube を活用し自宅で復習したり家族にも説明内容を理解していただく

ために制作しました。 

 【動画の活用場面】 

 ・ YouTube などの動画共有サイトで公開 

 ・ 眼科の待合室、モニターで流している 

 【周知の取組】 

・ YouTube 広告の活用 

・ 待合室での視聴 
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（10）HoLEP手術について 

 【出品者】 

  医療法人社団誠仁会 みはま病院 

 【動画の内容】 

  60 歳以上の男性の50％以上に発症し、このうち1/4 の方に排尿障害が生じる前立腺肥

大症。治療の一つであるHoLEP:ホーレップ手術についてご案内します。 

 【制作の背景】 

  前立腺肥大症は、60 歳以上の男性の50％以上に発症し、このうち１/4 の方に排尿障害

が生じるといわれています。その治療の一つであるHoLEP:ホーレップレーザー手術を知っ

て頂くことが目的です。 

 【動画の活用場面】 

  各施設のホームページで公開 

 【周知の取組】 

当院は泌尿器科、腎臓内科、人工透析内科を専門とする 

医療機関であり、関連する専門的な治療、ケアについて 

ホームページをはじめとする動画で情報発信ができればと 

考えています。 

 

(９）入院前から行う、動画を使った患者教育 ～手術前呼吸リハビリテーション～ 

 【出品者】 

  千葉大学医学部附属病院 リハビリテーション部 

 【動画の内容】 

  手術後の肺合併症を予防するために、早期から呼吸リハビリテーシ

ョンを行うことが有効とされています。手術が決まり速やかにリハビ

リテーションが開始できるよう、必要性や呼吸・排痰練習などを説明

しています。 

 【制作の背景】 

  全身麻酔を受ける全ての患者に対し、肺炎などの手術後の合併症を予防し、早期回復につながる準備とし

て手術前の呼吸リハビリテーションを実施して頂くことを目的に、周術期管理センターで統括し作成しまし

た。 

 【動画の活用場面】 

・ YouTube などの動画共有サイトで公開 

・ 各施設のホームページで公開 

・ 患者支援センター・周術期管理センターの待合にテレビモニターを設置 

 【周知の取組】 

手術を受ける患者へ渡されるパンフレットやポスターでの紙面案内、病院ホームページへの掲載など 
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（12）松永先生の在宅医療奮闘記 

 【出品者】 

  医療法人社団優和会 松永醫院 

 【動画の内容】 

  高齢化率５０％を超える南房総地域で、理想の地域医療について追い求め、患者一人ひとり

が望んだ人生を、笑って生きることができるよう活動されている記録をまとめ、出版された記

念インタビューの様子を収録しました。 

 【制作の背景】 

  田舎ヘッポコ二代目開業医である松永平太の今までとこれからをまとめた本「笑って、食べ

て、愛されて」を出版しました。理想の高齢者地域ケアが広がる地域を目指し、その思いを映

像に載せました。 

 【動画の活用場面】 

・ YouTube などの動画共有サイトで公開 

・ 診療所の待合室、各介護保険事業所で放映する予定 

 【周知の取組】 

地域の人が集まるところで放映し、ホームページでも 

見ることができるようにします。 

 

（11）脳卒中の予防・治療・退院後の対応について 

 【出品者】 

  成田赤十字病院 

 【動画の内容】 

  一次脳卒中センターコア施設として、脳卒中を起こされた 

患者さん、ご家族に脳卒中について理解を深めてもらい、予防 

・治療・退院後のことについて知ってもらう内容となっています。 

 【制作の背景】 

  一次脳卒中センターコア施設として、脳卒中を起こされた患者さん、ご家族に脳卒中について

理解を深めてもらい、予防・治療・退院後のことについて知ってもらうためです。 

 【動画の活用場面】 

・ YouTube などの動画共有サイトで公開 

・ 病棟デイルームでの放映 

・ 床頭台のTV に動画を入れ放映 

・ ご家族用にYouTube のURL を掲載したご案内などに活用 

 【周知の取組】 

同上 

※この動画は５つの動画で構成されており、上映会では「第２部 脳卒中の医療、次の段階です 

～急性期病院退院時にお伝えしたいこと～」を上映します。 
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（14）昭和の平舘 ～馬のいた時代～ 

 【出品者】 

  医療法人社団優和会 松永醫院 

 【動画の内容】 

  認知症の回想療法を意識し、一般的な昭和時代の記録ではなく、地域に暮らす高齢者に、

昔の写真を持ち寄っていただき、令和時代の同じ場所を対比させ、当時の様子や写真にまつ

わるエピソードを語っていただく活動です。 

 【制作の背景】 

  過去の積み重ねで現在が出来上がっています。過去を振り返ることで、忘れてしまったこ

と、忘れかけていることを見える化しています。愛郷心を生み、育てていく試みを平舘チャ

ンネルを通して実践しています。 

 【動画の活用場面】 

YouTube などの動画共有サイトで公開 

 【周知の取組】 

・ YouTube 平舘チャンネルより配信 

・ 各事業所での放映、ホームページでの紹介をしています。 

 

（13）平舘ストーリー２０２３ 

 【出品者】 

  医療法人社団優和会 松永醫院 

 【動画の内容】 

  南房総市にある平舘区は、２０２２年秋に「健康長寿イノベーション賞」国内最優秀事例と

して表彰された地域です。地域に暮らす人々の営みやそのつながりについて、一年を通し、歳

時記風にまとめたものです。 

 【制作の背景】 

  厚労省健康寿命伸ばそうアワード、アジア健康長寿イノベーション賞を受賞した南房総市千

倉町平舘（へだて）地区の今を紹介しています。コミュニティーが生きて、子供から高齢者ま

でが共生し、自然とも共生し、人と人とが豊かにつながっていることを紹介しています。 

 【動画の活用場面】 

YouTube などの動画共有サイトで公開 

 【周知の取組】 

各施設で放映し、ホームページにも載せる予定 
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※動画の出品期限後、下志津病院から「医師のリアルと私のミライ<キャリア編>」、MBS在宅ホームクリニ

ック千葉院から「医療法人社団法人MBS訪問診療部」の出品がありました。これらを含めた出品作品の

フル動画は、第17回千葉県地域連携の会のホームページからご覧いただけます。上映会で放映した動画

は、ダイジェスト版ですので、ぜひ、ホームページよりフル動画をご覧ください。 

 https://www.ho.chiba-u.ac.jp/hosp/medical/info/med_20231130.html  

（16）医心館で看護師として働く！ 

 【出品者】 

  医心館千葉駅前 

 【動画の内容】 

  看護師の新しい働き方、『医心館の看護師業務』のご紹介です。 医心館は、

地域の医療依存度の高い方々を受け入れその方に合った生活を、看護と介護

で切れ目なく提案していくところです。 あなたの看護経験を医心館で活か

しませんか？ 

 【制作の背景】 

  看護師採用のため。また、医心館での働き方への理解向上。 

 【動画の活用場面】 

YouTube などの動画共有サイトで公開 

 【周知の取組】 

SNS の活用 

 

(15）「スーパードクター」富家病院 理事長 富家 隆樹 

 【出品者】 

  医療法人社団ふけ会 富家千葉病院 

 【動画の内容】 

  2020 年2 月11 日 TOKYO MX テレビにて放送された動画です。富家

病院の理念や取り組み、思いについて取材をうけました。 

 【制作の背景】 

  富家グループの理念、取り組みの発信 

 【動画の活用場面】 

・ YouTube などの動画共有サイトで公開 

・ 富家病院院内にてデジタルサイネージのようにTV にて放映 

 【周知の取組】 

・ TOKYO MXTV での放映 

・ YouTube 配信 
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 ４ 参加申込機関一覧（※期限までにお申込みされた施設）（順不同、敬称略） 

 地区 名称 

病院 

千葉市中央区 

令和リハビリテーション病院 

井上記念病院 

JCHO千葉病院 

千葉県がんセンター 

千葉市立青葉病院 

千葉みなとリハビリテーション病院 

柏戸病院 

斎藤労災病院 

千葉市花見川区 最成病院 

千葉市稲毛区 富家千葉病院 

千葉市若葉区 総泉病院 

千葉市緑区 おゆみの中央病院 

千葉市美浜区 みはま病院 

市川市 タムス市川リハビリテーション病院 

松戸市 松戸リハビリテーション病院 

成田市 成田赤十字病院 

佐倉市 東邦大学医療センター佐倉病院 

旭市 総合病院国保旭中央病院 

習志野市 東京湾岸リハビリテーション病院 

八千代市 八千代リハビリテーション病院 

浦安市 タムス浦安病院 

四街道市 下志津病院 

東京都 
東京さくら病院  

タムス瑞江病院 

埼玉県 川口さくら病院 

神奈川県 金沢病院 

診療所 

千葉市中央区 
千葉銀行・ヘルスケアセンター 

千葉駅前スタークリニック 

千葉市花見川区 ゆかりホームクリニック 

千葉市稲毛区 

在宅支援総合ケアーサービス 

やまぶき訪問クリニック 

スラージュ内科クリニック 
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 地区 名称 

診療所 

千葉市稲毛区 MBS在宅ホームクリニック千葉院 

船橋市 ライフクリニック 

八千代市 ふたば在宅クリニック 

四街道市 和泉内科医院 

南房総市 松永醫院 

訪問看護 

ステーション 

千葉市中央区 医心館 千葉駅前 

千葉市稲毛区 
医心館稲毛 

ツクイ千葉稲毛訪問看護ステーション 

千葉市若葉区 訪問看護ステーション加曽利 

千葉市美浜区 
看護協会ちば訪問看護ステーション 

訪問看護ステーション Tida美浜 

船橋市 訪問看護かえりえ新高根 

調剤薬局 

千葉市花見川区 ファーコス薬局もみの木 

千葉市若葉区 ゆり薬局都賀店 

千葉市美浜区 イオンタワー薬局 

居宅介護 

支援事業所 

千葉市中央区 ケアプランあいか本千葉 

千葉市若葉区 シャローム若葉第２居宅介護支援事業所 

福祉事業所 佐倉市 さくら総合発達支援センターほーぷ 

その他 

介護事業所 

千葉市中央区 さわやかゆう輝の里 

千葉市花見川区 介護老人保健施設 晴山苑 

東京都 ベストリハ株式会社 

行政機関 

習志野市 習志野保健所 

木更津市 君津保健所 

南房総市 南房総市保健福祉部健康推進課 

その他 

千葉市中央区 医心館蘇我 

市川市 タムスグループ本部 

四街道市 岩渕薬品株式会社 

東京都 

TIS株式会社 

株式会社メディカルフロント 

株式会社 3Sunny 

TOPPANホールディングス株式会社 
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 ５ 参加施設（医療機関、事業所など）の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 期限までに参加を申し込んでいただいた施設のうち、掲載希望のあった施設に

ついて、その紹介文をそのまま掲載しております。 

○ 本資料は、各地域での医療連携のために御活用ください。 

○ 記載内容についてのお問い合わせは、直接、各施設へお願いします。 

○ 施設の種別ごとにまとめ、順不同で掲載しております。御了承ください。 

≪病院≫ 

高 床 急 床 回 床 慢 床 計 床

代表

047-702-9685047-702-9181直通 Tel

所在地 千葉県浦安市高洲7-2-32

連携担当部署

名称

Fax

Tel 047-312-6765 Fax

病床数

専門診療

浦安市や千葉大学医学部附属病院と連携し、脳卒中や骨折などからの身体機能、

日常生活機能（ADL）の改善、がんに対する全人的（身体的、精神的、社会的、

スピリチュアルペイン）な苦痛緩和サポートなど回復期から慢性期の医療を

担っています。

また、多職種連携によるチーム医療の実践により質の高い療養環境を提供

しています❕

199 199

居宅

回復期リハビリテーション病棟

地域包括ケア病床

緩和ケア病棟

医療法人社団　城東桐和会

タムス浦安病院

地域医療連携室

○訪看×往診リハビリテーション科、緩和ケア内科、他 ×

047-312-6766

高 床 急 床 回 床 慢 床 計 床

代表

直通 Tel

所在地

連携担当部署

名称

Fax

Tel Fax

病床数

専門診療

東京湾岸リハビリテーション病院
千葉県習志野市谷津4-1-1

047-453-9000 047-453-9002

047-453-9019

当院は、全国でも有数のリハビリテーション科専門医が常勤する回復期リハビリテーション専門病院です。

科学的根拠に基づくスタンダードなリハビリテーションと先端的リハビリテーションを組み合わせて、より高い機能、障

害の回復、さらに、生活動作や活動の向上を目指して治療しています。

退院後のフォローアップ体制も充実しており、外来リハビリ、通所リハビリ、訪問リハビリの医療保険や介護保険サービ

スを提供しており、同一法人の訪問看護ステーションとの連携も充実しております。また特殊外来として装具外来、ボツ

リヌス外来を実施しており、必要な方には就労支援や訪問リハビリ利用者対象のリハビリテーション専門医による訪問診

療も提供しております。

160

居宅

×地域包括ケア病床

医療福祉相談室

×訪看×往診 ○

00 0

047-453-9016

160

リハビリテーション科
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高 床 急 床 回 床 慢 床 計 床

がん専門病院としてがん診療に特化し、多くのがん種に対応した集学的治療を提供しています。県内全医療圏から患者を

受け入れており、希少がんについても広域のがん診療を担っています。専門的または高度ながん診療について、県内の地

域がん診療連携拠点病院等からもご紹介いただいております。また、緩和ケアの提供の他、訪問診療・看護等の地域の医

療従事者を支援し、終末期がん患者の在宅療養支援にも取り組んでいます。

治療目的はもちろんですが、診断が付いていないがん疑いの状態でもお受けしております。ぜひ当院へのご紹介をご検討

ください。

450

居宅

×地域包括ケア病床

千葉県がんセンター

地域医療連携室

×訪看×往診がん専門病院（都道府県がん診療連携拠点病院） ×

代表

043-263-4075043-264-5633直通 Tel

所在地 千葉市中央区仁戸名町666－2

連携担当部署

名称

Fax

Tel 043-264-5431 Fax

病床数

専門診療

高 床 急 床 回 床 慢 床 計 床

内科・外科・整形外科を中心に、県内地域医療・予防医療・産業医活動にも力を注ぎ、

各事業所、地域住民の健康増進・疾病の予防・早期発見・治療・ケアにいたるまで

トータルな健康管理体制を整えています。

また、法人では介護施設として介護医療院、介護付き有料老人ホームの運営。

在宅医療・介護サービスは訪問診療、訪問看護ステーション等をはじめています。

92

居宅

○地域包括ケア病床

医療法人社団　福生会

斎藤労災病院

地域医療連携課

○訪看○往診高気圧酸素治療 ○

4250

043-202-5460代表

直通 Tel

所在地 千葉市中央区道場南1-12-7

連携担当部署

名称

Fax

Tel 043-227-7437 Fax

病床数

専門診療
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≪医科診療所≫ 

24時間
対応

×かかりつけ
のみ

○小児○非がん○

名称 松永医院
所在地 千葉県南房総市千倉町平舘764-1

Tel 0470-44-0385 Fax 0470-44-0901

○ 看取 ○

嚥下指導 ○ 身体リハビリテーション ○

高齢化率50％を超える地域で、いのちのコンビニとしてかかりつけ医機能を発揮し、いのちを支える医療を提供してい

る。いのちを助け、いのちを元気にし、いのちを輝かせるチームケアを提供する。いのちの輝きとは笑顔だと考え、日本

一、地球一笑顔を創る医療法人社団優和会と社会福祉法人おかげさまを笑顔グループと命名している。医療保険と介護保

険を車の両輪として乗り心地の良い「人生」というドライブを目指し、各種サービスを協働、連携し提供している（これ

を無色透明のゴチャマゼケアと呼ぶ）。互いに支えあう地域共生社会を目指し、子供たちも含む地域の人たちと地域の茶

の間を開き、地域行事、ラジオ体操などを行う。また、YouTube「平舘チャンネル」で世界へ配信し、地域の魅力を紹介

している。事業所は、超強化型老人保健施設、居宅介護支援事業所3か所、通所リハビリテーション2か所、通所生活介

護、認知症対応型小規模通所生活介護、認知症対応型共同生活介護、訪問看護ステーション、訪問ヘルパーステーショ

ン、看護小規模多機能サービスがあり、2024年度からは地域包括支援センターを開設予定。

がん
在宅医療の
提供状況

名称
医療法人社団千葉爽緑会

ふたば在宅クリニック

所在地 千葉県八千代市勝田台北1-9-1 みかど第2ビル104

Tel 047-409-3677 Fax 047-409-3788

○ 看取 ○

嚥下指導 ○ 身体リハビリテーション ○

八千代院は勝田台駅北口徒歩30秒にある在宅医療に特化したクリニックです。

365日24時間対応しております。

軽症な方から、お看取りの患者様、精神科、皮膚科の診療も行っているのが特徴です。

がん
在宅医療の
提供状況

24時間
対応

○かかりつけ
のみ

○小児○非がん○

24時間
対応

○かかりつけ
のみ

×小児○非がん○

名称
医療法人社団夢双会

千葉駅前スタークリニック

所在地 千葉市中央区富士見2-9-13 WTC千葉富士見ビル7F

Tel 043-307-4110 Fax 043-307-4108

○ 看取 ○

嚥下指導 × 身体リハビリテーション ×

内科は循環器・泌尿器専門医を含み、皮膚科・精神科も設けトータルに在宅療養を支援します。訪問看護・介護等の(株)

ドットラインのグループ機関であり、多職種で支援します。場所により、系列の幕張・船橋スタークリニックで対応しま

す。ポータブルエコー・心電図計等有り、アルブミン点滴・輸血も応相談です。MCS等ICTツールを用いた情報共有、ま

たヘルスケアパスポートを導入しています。

がん
在宅医療の
提供状況
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名称
医療法人社団 真 ゆかりホーム

クリニック

所在地 千葉市花見川区幕張本郷1-27-10wingビル1F

Tel 043-310-3262 Fax 043-310-3264

○ 看取 ○

嚥下指導 × 身体リハビリテーション ×

がん
在宅医療の
提供状況

24時間
対応

○かかりつけ
のみ

○小児○非がん○

スタッフも随時募集中です。お気軽にお問合せください。

※2022年4月1日～2023年3月31日
在宅看取り数 181人

在宅がん看取り数 148人
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≪訪問看護ステーション≫ 

○ 精神 ○ 24時間対応 ○がん ○ 非がん ○ 小児

名称 訪問看護ステーションTida美浜
所在地 千葉市美浜区真砂5-10-4-102

Tel 043-441-5142 Fax 043-441-5143

在宅患者
への対応

看取 ○

　Tida（てぃーだ）とは、沖縄の言葉で「太陽」を意味します。太陽のような笑顔でその人が “その人らしく”最期まで暮

らし続けられるようご支援させていただきます。当事業所は、若い年齢層のスタッフが多く、体力にも自信があるため、

夜間や休日の緊急時にも柔軟な対応が行えます。地域医療に携わる方と連携を図り、小児から高齢者、精神疾患を持つ

方々のご支援も幅広く行っていきます。

○ 小児

名称
株式会社やさしい手

訪問看護かえりえ新高根

所在地 千葉県船橋市高根台1-7-8飯田ビル2階

Tel 050-1743-8508 Fax 050-3737-7526

在宅患者
への対応

看取 ○

・24時間365日対応。機能強化型Ⅰを取得している訪問看護ステーションです。

・積極的にターミナルケアの実施や医療依存度が高い方の受け入れを行い、療養者の生活を支援しています。

・特に連携している医療機関と共に、特にがん終末期の療養者を支援する機会が多いです。緩和ケアのほか、外来で化学療法を受け

ている患者様を支援（医療機器の管理など）しています。

・人材育成等にも力を入れており、看護学生の実習の受け入れや地域住民の方への情報提供、相談を行っています。

・精神科訪問看護も提供しており自立支援に向けた関わりができるよう努めています。

・自社のサ高住では24時間看護を提供しており”終の棲家”として安心して生活して頂けるような環境を構築しています。

× 精神 ○ 24時間対応 ○がん ○ 非がん
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 参加者アンケートのお願い 

 

  

本日は、第１７回千葉県地域連携の会に御参加いただきありがとうございました。 

 次回以降の企画運営の参考にしたいので、以下のアンケート調査に御協力をお願いします。 

 

 

（１）全体アンケート  

https://forms.office.com/r/PFndjpDUUR 

 

 

 

 

 

 

（２）分科会Ａ（「じぶんらしく生きる」を支える継続看護とは） 

   https://forms.office.com/r/bmC7YFsVi3 

 

 

 

 

 

 

 

 
※動画の出品期限後、下志津病院から「医師のリアルと私のミライ<キャリア編>」、MBS在宅ホームクリニ

ック千葉院から「医療法人社団法人MBS訪問診療部」の出品がありました。これらを含めた出品作品の

フル動画は、第17回千葉県地域連携の会のホームページからご覧いただけます。上映会で放映した動画

は、ダイジェスト版ですので、ぜひ、ホームページよりフル動画をご覧ください。 

 https://www.ho.chiba-u.ac.jp/hosp/medical/info/med_20231130.html  

 

https://forms.office.com/r/PFndjpDUUR
https://forms.office.com/r/bmC7YFsVi3

